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5月の人口の動き

出生男44女29計73

死亡〃1如1シ27

転入川7シ182／／355

転出川65べ69り34

　

世帯数9．369

　

人口45．198

男21．709女23．489

市内第一を誇る教育の殿堂
統合中学「尚徳」の講堂近く完成

　

尚徳中学校の新築工事は、去

る35年に総工費1億1千800万円

で着工以来第1、2、5期工事と

して鉄筋コンクリート2階建（一

部3階）2棟が完成し、今講堂の

建設が急がれています。

　

1～5期工事は、工費7千124万

7千円で普通教室15室、特別教

室7室と管理室4室、便所など

です。講堂は工費2千600万円、建坪

％47アz，2の鉄骨鉄筋コンクリート造り

　

（下部は鉄筋、上部は鉄骨鉄板ぶき）

で、完成は8月末の予定です。

　

今年末には寄宿舎もお目見えし、引

続き給食室が完成の暁には、近代施設

の完備した名実共に当市第1号のモデ

ル統合中学校が出現するわけです。

（写真上は第3期工事の完成と

　　

下は第4期の工事現場）

納期は6月末日

市民県民税第1期

異議の申し立ては7月20日

までに

田植はじまる

下庄地区パイロット事業

　

下庄地区のパイロット事業は、昨年

10月着工以来順調に工事が進行し、5

月20日から一部田植えが始ま、り、6月

中旬には、37年度事業分43．2／ia（43I11I

2反）の田植が終る予定です。

　

この事業は上下両中野、庄林、西市

の水田を1区画0●5～0．6／ia（3反～6反）

単位の区画整理と、用排水路、農道の

整備並びに農業機械、乾燥施設等の建

設であります。

　

区画整理では水田の片側が幅、深さ

約0．5sの用水路、片側は幅1房深さ1．

2惣の排水路と幅4．5～5．5mの農道の

順に整然となっております。

　

耕起、田ごしらえは、県有トラクタ

ー3台と38年度事業で買ったトラクタ

ー1台で行なわれ、田の高低に対する

心配はないようですoトラクター1台

で1日4加の耕起ができ、用排水路も

完備しております。

基盤整備に2千900万円

　

これら基盤整備の事業費は、2千880

万円で、国の補助が1千440万円、県の

補助、345万6千円、市の補助が144万

円で地元負担は950万4千円となつてお

ります。

　

57年度では、土地の基盤整備の他に

建坪87．75W2の鉄骨ピニールハウス（

共同電熱育苗施設）と大型穀類乾燥施

設（1日550俵乾燥）を新設する予定でし

たが、今年度事業へ繰越されました。

　

ことしは24加の区画整理とトラクタ

ー、スピードダスター（大型防除機）格

納庫を新設する予定です。

　

パイロット事業は、昨年農業構造改

善のモデル地区として、国の指定を受

け、37年から3ヵ年継続で、総事業費

8千800万円で、G7．22haの土地の基盤

整備と、近代的な共同施設（育苗、乾

燥場）の充実と大型農業機械（稲刈機、

トラクター、防除機）を購入し、生産

手段の近代化によって、生産費の節減

と所要労力を低減して酪農や園芸の振

興に振りむけ、農業所得の向上が日的

です。今後農業の構造を改善するため

の手本ともいうべきもので、甫はこの

指導援助に全力を尽しています。

　

総事業が完了すれば、耕起から収穫

調整出荷まで完全な機械化作業によっ

て行われます。

（写真はトラクターによる耕起）

事業所調査に協力を

　

7月1日現在で事業所調査が行なわれ

ます。これは農林水産業や公務を除

く国じゆうのあらゆる事業所を調べ、

その分布や活動状態を把握するのが目

的です。調査員がおうかがいしますか

らご協力をお願いします。
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本
年
度
に
全
工
事
完
成

駅
東
土
地
区
画
整
理

　

駅東土地区画整理事

業は、工事着手以来道

路を重点に水路や公園

の新設工事が進められ

全事業の80％が完成し

いま広さ7千920w2の

清滝児硲公園の造成工

事が急がれており、本

年度で全工事が完成し

ます。

　

同事業は昭和34年に

新らしく宅地造成を行

ない、都心部の人々を

分散し新街街地を形成

して、交通事故や不時

災害を少なくしようと

国鉄大野駅の東側約41

11aの土地区画整理事業

（5ヵ年計｜由りに着手し

たf、のです、、

　

事業のおもなものは、幅6～10�の

区画街路21線で延長5T・605謂（290m．）

4つの水路で延長lT302m（420m）、排

水溝8r－318？？1（850m）、駅軋消滝両

児収公園総面積1川手880がなどです

その他に都市計画街路として、幅16惣

の㈲凪消滝線をはじめ、駅刺線・．に

神明線など6線で、延｜：j2r－9＾1m（1T

141W）が新設されます．（カツコ内は

未七成分で、街路図は水紙36年6月り．

を参照）

　

区1山浦埋の総事業費は約了子236／／円

で、経費はぼ留地の売り払い代金と、

国道の道路敷地代でまかなわれます。

　

（り貞は完成した公園と沿路）

でき上がった竜仙橋

　

市道伏石、柿ヶ島、下唯野線の九頭

か日にかかる赳山僑は、災害復旧工事

石子以東3年ぶりにこのほど完成しま

した。

　

この橋は34年の伊勢祠台風で流され

糊年総工費2r－826巧円で延長114．5W／

幅3．6Wのピーエスコンクリート橋と

取り付け沿路、唯野m93Am．、仙ケ扁

側60朋の即日に石于し、工1が急がれ

ていたもので、市道関係の永久橋では

八千代唱に次ぐものです。

　

（り畑i完成した応：仙僑と災害当時の

　

同唄）

上野子供会が表彰

子供の日に毎日新聞から

　

5月5日、子どもの日に富田地区上野

子ども会が毎［］新闘社から県下でただ

一つの表杉を受けました。

　

この表彰は各県における優良な子ど

も会または社会のためになるような善

行子ども会に対して行われるもので、

表彰旗と表彰状が当日富田小学校で毎

日新聞社から授与されました。

　

上野子ども会は国鉄富田駅の清掃を

したり、花をかざったり、

作品展示、ポスターはがし

など数々の善行が認められ

たものです。

　

なお「打教・喬では、yりIのミの

健全育成を重点的にとりあ

げ、とくに子ども会の青成

が広く浸透するよう子帆会

幹部研修会などを行なつて

います。

（町真は表彰旗を受けとる11野手に公

の代表）

少年の相談は

愛護センターへ

　

市は冴少年を良い方へ導き、悪の逆

に落ち込ひのを防くツこめに、5月から

愛護センターに刄任補導職にを配i雌し

少年相談室を設け、両頭での補導を強

化するなど青少年補導を重点に、学院

警察など関係機関と連絡をとりながら

不良化防止に一段と／Jをいれることに

なりました。

　

愛護センターは、昨年5月に青少年

の育成補導の実践活動体として、教育

福祉、更ilミ、保護など関係機関の共同

活動の場として大野公民館内に設置さ

れたもので、ことしは、家庭外の補導

とTレ年相談室の問設にア重点がおかれて

います。

　

相談室では、これまで保護者や第三

者の方々が、非行問題が起ってもだれ

に机淡することもなく、黙認されがち

でしたが、こうしたことのないよう、

ど人な小さなことでも。少年の立ち場

を理解して少年のために役1立っように

財淡に応じ、また連絡があれば各家庭

へも出向いて相談にあたります。

　

青少年の健全な育成は。こうした関

係者だけでなく、巾民ひとりひとりの

心がけによってはじめてそのは的が達

喊できるので、皆さんのご協ノJをしりに

お願いします。

喜ばれた季節保育所

　

こ。としも各公民館、婦人会が中心と

なつて5月初めから1ヵ月間、市内24

ヵ断で季節保育所が開設され、農家の

方々が安心して仕事に県念することが

できて大変μぱれました。

　

毎日約800名の幼児が朝の6時からこ

こで楽しい一口を過ごし、夕方の6時

にいそいそ

とはの手に

ひかれて帰

る姿は心の

あたたまる

光景でした

　

（町真は楽

しく遊ぶこ

どもたち）

農
地
の
転
用
に
は

許
可
が
い
り
ま
す

　

農地（畑および売り渡さ

れた採草地を含む）は許可

を受けなければ宅地や工場

の敷地に。するために埋め立

てることはできません。

　

最近、道路や鉄逆の敷地

をaめ宅地化される面積は

全國では年間5万加といわ

れ、ちようど福井県の耕地

面積に相当し、このままで宅地化が進

みますと50年後の口本の耕地はゼロと

いうことになります。このため国はき

ぴしい転用許司法準を作って制限を加

えています。

　

市は5月10日開催の農業委員会で農

地の転用制限の適正強化を申し合わせ

転用雌準によつて農地を第1種から第

5種までに分かち、第3種農地では転

用詐可を行ない、第1種農地について

は許呵をしないこ

とになっています

　

もし許可前に転

用した場合は、立

退きおよび懲役ま

たは罰金が課せら

れますからご注意

ください。

　

なお宅地転用は

駅東区画整理地内に求められるよう市

では望んでいます。

　

詳細は農業委員会（農務課内）または

最寄りの農業委貝にお尋ねください。

アカシヤを皆んな

で育てましよう

　

ことしの大雪で六間の街路樹約4割

が折れたので、市では埼玉県から5年

生のアカシヤ70本を購入し、この植え

かえとグリンベルトの手入れなどを市

助役をはじめ、商工課員らの手によっ

て5月9日から3日間行ないました。

　

補植されたアカシヤが今後だれにも

傷っけら

れること

なく生い

しげるよ

うみんな

で大事に

育てたい

ものです

　

（写真は

アカシヤ

の補哨作

業）

あほなこっちや／

　　　

時の記念日

無形文化財に指定されました。

　　　　　　　

大野時間

アホナコッチャノ

　　

腸パラチフス予防接種

○吋象片4才以上60才まで

○手数料10円

○時刻は1～2時まで

　

6月7（1屹側小学tク宵卜け

　

・・10日1．川）打波・・下打川り

　　　　　

勝垢し

　

べ1日蕨生・・松丸分校

　

べ2日小山小学校下目）

　

”14川みiレ阪谷〃

　

べ7日五条方分校

　

”18日占／／

　

べ9日六叫師小学校

　　

日本脳炎予防接種

○対象者小学校入学前の乳幼児

○手数料140円○午後1～2時まで

　

6月3日屹側小学校

　　

6日／卜Lノ阪谷・・

　

・・13日大野公民館富μレ

　　　　　

若生子小学校

　　

19日下申公民館

　　

20日大野〃上F1丿

　

心7日／Jり

　

7り日大1抑

生後初めて受けられる方はI週間後に

もう一度受けてください。

毎
月
5
の
日
は

税
金
の
相
談
日

　

税務習では紅月5、15、

25日の3日間（日曜、祝日

の場合は夕日）税の帽談室

を開きます。相談宰は税務

署の2階です。

　

国税、地方税を問わず税

に関することならどんなこ

とでもご削談に応じます。

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

　

二
十
九
日
有
終
中
学
校
で

　

日
本
体
操
祭
大
野
市
大
会
は
県
、
市
教
委

ト
催
で
来
る
二
十
九
口
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
有
終
中
学
校
校
庭
で
約
三
百
名
の
選
手
を

集
め
て
盛
大
な
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
が
く
り
ひ

ろ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
さ
る
五
月
十
九
日

口
本
体
操
祭
が
全
國
一
斉
に
行
な
わ
れ
ま
し

た
が
、
当
巾
で
は
こ
の
時
期
が
ら
よ
う
ど
農

繁
期
で
あ
る
た
め
1
ヵ
月
余
り
延
ば
し
て
行

わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

第
二
回
市
民
登
山
の
日

日
時
六
月
四
日
午
後
七
時

集
合
場
所
洞
雲
か
境
内

上
催
飯
降
山
奉
賛
会
大
野
市
親

　
　
　
　
　

岳
会
大
野
市
教
育
委
員
会

　

戦
没
者
の
妻
に
特
別
給
付
金

　

戦
没
者
等
の
妾
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支

給
法
に
よ
り
該
当
予
定
者
名
簿
を
作
成
し
ま

す
の
で
、
六
月
十
日
ま
で
に
っ
ぎ
の
方
は
僅

所
、
氏
名
を
福
祉
事
務
所
へ
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

　

昭
和
十
一
一
年
七
月
し
日
以
降
に
死
亡
し
た

　

者
の
友
で
こ
と
し
四
月
一
日
現
在
で
っ
ぎ

　

に
該
当
す
る
方

d
死
亡
行
が
軍
人
、
準
軍
人
そ
の
他
も
と
の

　

陸
海
軍
部
内
の
公
務
員
、
準
公
s
s
：
＾
：
で
あ

　

っ
た
こ
と
に
よ
り
扶
助
料
を
受
け
て
い
る

　

妾
出
一
幟
傷
病
片
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
り

　

遣
族
年
金
、
遺
族
給
与
金
を
受
け
て
い
る

　

友
く
わ
し
い
こ
と
は
巾
役
所
へ
お
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

所
得
を
届
け
て
く
だ
さ
い

　

福
祉
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
人

　

侮
年
六
月
に
は
福
祉
年
金
の
所
得
状
況
一
に
m

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
六
月
中
に
出

さ
れ
な
い
と
現
在
支
給
さ
れ
て
い
る
年
金
が

も
ら
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
は
咄
け
は
老
齢
、
障
害
、
母
子
、
準
母
子

な
ど
の
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
人
や
家
族
の

人
に
、
、
前
年
ど
の
程
度
の
所
得
が
あ
っ
た
か

を
届
け
出
す
る
も
の
で
、
所
得
の
あ
る
な
し

に
か
か
わ
ら
ず
六
月
木
ま
で
に
必
ず
川
け
出

て
く
だ
さ
い
。

　

川
紙
は
巾
役
所
市
民
練
ま
た
は
各
公
民
館

に
あ
り
ま
す
か
ら
、
印
鑑
と
国
民
年
金
証
μ

を
も
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
れ
ば
す
べ
て
の
手

続
き
を
行
な
い
ま
す
。

　

あ
な
た
は
人
権
を
犯

　

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　

六
月
一
日
は
人
権
擁
護
の
日

　

国
民
の
法
本
的
人
権
を
護
り
、
人
権
思
想

を
高
め
る
た
め
昭
和
二
十
四
年
六
月
一
日
人

権
擁
護
委
μ
会
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
毎
年

こ
の
日
を
記
念
し
て
お
互
い
に
人
権
に
め
ざ

め
る
よ
う
に
運
動
が
っ
づ
け
ら
れ
て
き
て
い

ま
す
。

　

こ
と
し
は
早
く
も
十
五
回
日
の
記
念
日
に

な
り
ま
し
た
が
、
も
し
私
た
ち
の
生
活
の
中

に
住
居
の
安
全
に
対
す
る
侵
犯
、
強
制
圧
迫

酷
使
吋
待
、
名
俗
に
い
用
等
の
侵
犯
、
労
働
権

の
侵
犯
、
差
別
待
遇
、
私
的
制
裁
、
村
八
分

さ
ら
に
騒
音
、
悪
臭
い
わ
ゆ
る
公
害
な
ど
多

種
多
様
に
わ
た
っ
て
人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
た
と
き
は
、
遠
慮
な
く
近
く
の

人
権
擁
護
委
員
か
法
務
岫
大
野
支
岫
に
申
し

出
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
市
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
四
氏
が

委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

富
鳥
棟
朝
高

　

中
荒
片
長
瀬
せ
っ

　

篠
座
下
清
川
貞
一

　

下
据
松
田
操
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徊u偏回諺

準備委員や常任

委員も決まる

　

国体を招致するための基本的な構想

をねり、企画する参謀本部ともいうべ

きものが次の方々で組織されました。
O役員

　

会長森広治兵衛

　

副〃安間政雄．山本武、山川普

　

顧問川崎港、山崎正一、藤堂作衛

O常任委員（27名）

　

池田重親、中村奥衛、安川金弥、

　

松田利吉．寺島利鏡、松田正治、

　

野崎四郎、田中新一、松田境、

　

安川一也、長谷川重治、飛川直治、

　

荒矢定治、佐藤清、久津見心一、

　

栃木広嗣、滝波錬二郎、岩本喜代栄

　

谷口春子、松田確太郎、桑森邦夫、

　

田中義一、松田孝信、松浦弥右ヱ門

　

林金之助畑中太頼、小豆弥作

専門委員と事業計画

　

準備委員会は専門委員を選び、5月9

日初の専門委員会をひらき、今後の事
業計画について協議しました。おもな

内容は次のとおりです。
1．演技部

　

選手強化に重点をおき強化対策委員
会を設置して推進する。特に中学生の

選手強化をはかる。

　

強化種十のクラブ活動に対し助成す
る。

　

演技の技術指導強化につとめる

2．宿泊、観光、交通部

　

選手約900名、役員、報道関係を含め

て1千100名位の宿泊を予定し、この受
け入れ体制を整備する。このため6月

中に収容施設の

実態を調査する

　

交通関係は京

福、大野交通、

大野観光等、関

係機関で輸送体

制の整備につい

て話し合う。

　

道路の整備、

駐車場の確保に

努力する。

3…施設部

イ競技会場を次

　

のとおり決め

　

ました。

　

○゛ノフトボール

　　

有終中学校、尚徳中学校、上庄中

　　

学校。

　

○相撲

　　

体育館を新設して行なう。

　

○山岳

　　

取立山をえらぶこととし、コース

　　

の設定はなお研究する。

口競技場の整備

　　

ソフトボール競技場のダイヤモン

　　

ドの土盛りをする。

　　

金網でフユンスを作り、その他の

　　

設備を充実する。

4。市民運動

　

国体招致の懸垂幕を掲げる。

　

環境の美化運動をすすめる。

　

健民運動を展開する。

なお専門委員はつぎのとおりです。

○事務局事務局長池田重親（助役）

　　　　　

ほか9名
○演技部演技部長野崎四郎（社会

　　　　　

教育課長）ほか14名

○施設部施設部長稲津久馬（建設

　　　　　

課長）ほか6名

○財務部財務部長松田利吉（収入

　　　　　

役）ほか6名

○宿舎交通観光部

　　　　　

宿舎交通観光部長松田孝

　　　　　

信（商工課長）ほか6名

○市民運動（広報）部

　　　　　

部長水上太右ヱ門（大野

　　　　　

公民館長）ほか6名

成績は上々

輸出向チューリップ

　

市内下五条方、野中、友兼の3地区

では、水田約75アールに輸出用花キ球

根（チューリップ）の栽培を行なってお

り、ことしの作柄は豪雪による被害も

なく、上々とのことです。植え付けは

14万球でしたが、今後さらに面積をふ

やすため腫球として残すので、ことし

の輸出は4万球が予定されており、こ

れらをお金に見積ると10アール当り7

～8万円の収益となるそうです。

　

同地区は、3年前から水田の多角利

用の試みとして始められたもので、11

月中旬に晩種を植え6月中旬に掘り収

り、7月に出荷されます。チューリッ

プ栽培は人手間がかからず女や子供で

も花を楽しみながら栽培ができ、水田

の裏作としては最も有望です。

　

（町真は咲き揃ったチューリップ）

風見鶏

？
大
野
市
の
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
栽
培
は
七
十
三
ア

ー
ル
、
十
四
万
球
で
県

下
で
第
六
位
で
あ
る
が

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
気
温

Ｃ
二
〇
度
に
近
づ
く
に
っ
れ
て
花
芽
を
形
成

す
る
よ
う
に
な
る
。
従
っ
て
砂
質
地
す
な
わ

ち
早
生
地
に
出
来
た
球
根
は
早
く
掘
り
上
げ

る
こ
と
が
出
来
、
そ
の
後
の
乾
燥
も
早
い
の

で
花
芽
形
成
も
速
い
。
自
然
状
態
で
は
七
月

上
旬
に
花
芽
分
化
す
る
が
、
酷
暑
の
た
め
に

一
時
休
眠
し
秋
に
な
っ
て
気
温
が
低
く
な
る

と
花
芽
は
急
速
に
発
育
し
て
く
る
。
秋
の
植

え
っ
け
と
共
に
根
は
伸
長
し
て
冬
の
寒
さ
を

迎
え
る
よ
う
に
な
る
。
地
表
下
C
O
～
三
度

の
厳
冬
期
を
越
し
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
春
暖

と
共
に
発
芽
し
、
樅
々
六
〇
～
七
〇
日
で
開

花
す
る
。
▼
雪
に
一
生
を
捧
げ
た
故
中
谷
宇

吉
郎
博
士
は
「
雪
を
恐
れ
ず
、
雪
を
利
用
せ

よ
」
と
言
っ
た
。
こ
の
積
雪
地
帯
の
水
田
裏

作
を
考
え
る
時
、
ま
こ
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は

好
適
で
あ
り
、
九
頭
龍
川
流
域
の
砂
質
土
壌

と
扇
状
地
、
デ
ル
タ
は
こ
の
種
の
球
根
栽
培

の
一
大
宝
庫
と
言
え
よ
う
。
庄
川
、
神
通
、

常
願
寺
、
黒
部
の
各
河
川
を
有
す
る
富
山
9

は
、
電
力
と
共
に
チ
ュ
‘
リ
ッ
プ
の
生
産
量

も
全
国
の
七
割
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
を
見

て
も
う
な
ず
か
れ
よ
う
。
？
P
●
R
や
組
織

的
な
機
構
編
成
の
未
熟
さ
は
今
後
の
課
題
と

し
て
、
と
り
あ
え
ず
生
産
技
術
の
向
上
を
期

し
て
こ
の
単
作
地
帯
か
ら
の
脱
皮
を
急
が
ね

ば
な
ら
な
い
。
▼
最
近
ア
メ
リ
カ
人
た
ち
は

ヒ
ガ
ン
花
の
球
根
を
欲
し
か
つ
て
い
る
。
リ

ン
ド
ウ
の
か
れ
ん
な
花
と
共
に
野
生
植
物
の

繁
殖
に
す
ら
一
考
を
要
す
る
時
期
で
も
あ
る
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